


    
 

＜春学期に実施した遠隔授業の事例紹介＞ 

① 「オンライン反転授業の試み オンデマンド／リアルタイム併用の事例として」政策情報学部 権永詞准教授 

 学習範囲や到達度が明確なスキル系科目の場合は、問題が解けるようになったという実感が重要なため、授業時

間外に音声等の資料を確認し演習問題を解く事前学習をした上で、授業では解説を中心に演習問題も組み合わせ

る構成とした。演習問題の正答率をその場で公開し、誤りのパターンを学生と全員で確認した。また、持ち込み

可の試験をオンライン上で実施。問題の解答時間を短くし、ランダムに問題が出る仕様にしたことで不正なく自

力で解いた様子だった。 

 テキスト等の深い読解が重要な非スキル系科目の場合は、到達度の明示が難しく、「考える」過程が重要なため、

解説と自習を交互に行う構成とした。自習後の解説では、時間がきたら全員の回答が出そろう前に匿名で他の学

生の回答を共有することで、理解を深め、考えを発展させることができた学生もいた。これにより、間接的な学

生間コミュニケーションを生み出すことができた。 

 

② 「やってみた、オンライン講義」サービス創造学部 中村聡宏専任講師 

 アクティブ・ラーニング系の科目では、学生同士、顔を見ながらコミュニケーションを取ることが重要と考え、

大人数で画面共有できる Zoomを併用した。グループに分かれてのミーティングやファイル共有はチャットログが

残る Microsoft Teamsを使用。その他、授業時間外では LINEを活用したり、スケジュール管理やアンケート実施

時にはGoogleのツールを活用したりと、学生の提案により、目的に応じてアプリケーションソフトを使い分けた。 

 授業内でゲストスピーカーの講義を行う場合、ゲストは大学までの移動距離がなく、拘束時間が縮まる上に国内

外など所在地を問わないこともあり、招聘しやすい面があった。また、学生や複数の企業担当者との打ち合わせ

なども場の設定やスケジュールの調整がしやすいといったオンラインだからこそのメリットがあった。 

 

■遠隔授業に対する学生のコメント(参考) 

 [良い点] 

・わかるまで何回でも資料を確認することができた。 

・録画された授業は後で繰り返し視聴することができて復習に役立った。 

・じっくり自分のペースで受講ができた。 

・従来の通学時間を勉強時間に充てられ、有意義に時間を過ごせた。 

・通学の負担がないので、天候や体調に左右されることなく遅刻や欠席を防げた。 

・資料を事前にダウンロードすることで、授業日当日は通信環境に左右されず受講できた。 

・チャット機能を使うなど先生に気軽にわからないことを質問できた。 

 [改善が望まれた点] 

・通信環境が悪いと音声が乱れてしまうことがある。 

・直接会えないのでコミュニケーションが取りづらい場合がある。 

・ポータルサイトへのアクセスが集中して重たくなり、課題のアップロードに時間がかかる場合がある。 

 

＜本件に関する問い合わせ先＞ 学校法人千葉学園 経営企画部 戦略広報室 

〒272-8512 千葉県市川市国府台 1-3-1  [Tel] 047-373-9968  [E-mail] p-info@cuc.ac.jp 

 

※9月 22日(火・祝)までの間、事務局は出勤者を限定しテレワークにて運営していることから、お問合せはメールにてお願いします。 

[事務取扱時間]10:30～17:00 

www.cuc.ac.jp 
 

   

▼FDの資料を下記 URLよりダウンロードしてご参照ください。※転載、引用の際はご連絡ください。 

https://bit.ly/3khGM6t 

有効期限：2020年 9月 29日(火)23:59 

 


